
岡山県のブロードバンド化施策と現状

岡山県高度情報化顧問 新免國夫

２００７．０６．０６

無線を活用したブロードバンド整備の考え方

ユビキタス・フィールド岡山の実現を目指して
新おかやまIT戦略プログラム ～おかやまＩＴイニシアティブ～

事例発表２－②

岡山県における情報化の進展

○岡山情報ハイウェイ及び市町村公共
ネットワークの整備
岡山情報ハイウェイ
・総延長450㎞に及ぶ県内全域を結ぶ光ファイバ網

・市町村公共ネットワーク、民間通信網と接続
・最大１０Ｇｂｐｓの高速性、次世代技術ＩＰｖ６に対応

市町村公共ネットワーク
・市町村役場をはじめ地域内の公共施設を接続

（整備率100%を全国で最初に達成）

・市町村行政ネットワークの基盤として活用

○自由度の高い活用が可能な自設、
自営の光ファイバ網

・先進的な技術面での検証や、オープン
で自由度の高い活用が可能
・情報通信研究機構が運用する「ＪＧＮⅡ」
にも接続
・地域ＩＸ機能「ＯＫＩＸ」の整備により地域内
でデータ交換が可能

○県民のネットワーク利用基盤の確立

・自設・自営の特徴を生かし、県民に開かれた
ネットワーク
・市町村、民間事業者等との協働によるネット
ワーク環境の拡張
・民間への積極的開放

現在、ＩＳＰ、ＣＡＴＶなど民間事業者
をはじめ１６２もの団体が接続

○ブロードバンドの普及

・県内におけるブロードバンドサービス世帯
普及率は中四国・九州地方でトップクラス
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図1-1-2　ブロードバンド契約数の推移（全国）
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岡山情報ハイウェイ・セカンドステージ構想

・岡山情報ハイウェイを活用した地上デジタル放送波のRF
伝送

・携帯電話不感地域解消に向けた公共ネットワークの伝送路
としての活用推進

・通信と放送の連携・融合の動きへ対応
・多様な開放形態が可能となるよう、具体的開放手段や技術
に関する研究

条件不利地域等における無線等による利用環境の整備

・ブロードバンド・ゼロ地域において、民間事業者がインターネッ
トサービスを展開しやすい環境を整備

公共施設等における無線環境の整備

多様なネットワークサービスの全県的展開の推進

既設の有線ネットワークの利活用推進ネットワークの面的拡張

・公共施設等への無線環境の先行的展開

センサーネットワークの活用推進

・防災、教育分野などにおけるセンサーネットワークの活用促進

データの伝送方式の多重化

ネットワークの開放形態の多様化

地上デジタル放送の受信環境の補完的整備

・岡山情報ハイウェイと無線共聴施設を組み合わせた受信環境
整備に関する具体的研究

ネットワーク技術のハイブリッド化

ネットワーク利用形態のハイブリッド化

ネットワークのハイブリッド化ネットワークのハイブリッド化

岡山県が進めてきた情報通信基盤整備の経緯

★県は自設光ファイバー網「岡山情報ハイウェイ」等基盤の整備

★市町村が進めるブロードバンド化事業の推進

１．市町村接続（リージョナルウェブ）の推進

２．市町村内の地域公共ネットワークの整備

３．ラストワンマイル・ブロード化の整備 （ ＣＡＴＶ、ｘＤＳＬ、ＦＴＴＨ 等の事業）

市町村の地域情報化施策の誘導・助成・支援

★ブロードバンド、ユビキタス社会実現に向けた取組の実施

１．アプリケーションの開発、導入

２．新しいネットワーク活用技術の開発、導入

３．ネットワークの利用による利便性、安全性等への対応策の導入 等



■県内地域間格差の是正、地域経済の活性化等を

図る地域情報化を推進

■ 県自らが光ファイバを敷設､平成１１年４月本格運用開始

■岡山情報ハイウェイの一般開放、広く県民が利用

■ 県内１３箇所の接続拠点にＡＴＭ交換機を設置

１５５Ｍbps～６２２Mbpsの基幹ネットワークを構築

＜新たな高速基幹ネットワークの整備＞

■ 既存の光ファイバを利用

■平成１６年３月１０日運用開始

■ 県内１３箇所の接続拠点にギガスイッチを整備

１Gbps～１０Gbpsの新基幹ネットワーク構築

次世代インターネット技術ＩＰv６によるネットワーク構築

■県・市町村共同による電子申請システム、おかやま全県統合型ＧＩＳ

などの大容量データの活用を可能とし、県民サービスの向上を図る。

＜基幹回線網完成＞

岡山情報ハイウェイの高度化・ＩＰｖ６化岡山情報ハイウェイの高度化・ＩＰｖ６化

■ 目的

・地域の公共機関や団体が役場を経由して情報ハイウェイを活用
↓

・住民生活に身近な市町村の情報化を推進

■ 整備方法

・整備主体は市町村

・自営光ファイバー網による高速接続

・基幹回線の光ファイバ心線の活用や広域連携による効率的整備

・有利な助成制度を活用

■ 全市町村が接続
・Ｈ１４年度末に整備完了

■ ＶＰＮによる個別ネットワークの構築

･ ＬＧＷＡＮ、住民基本台帳ネット、電子自治体ネット 等

○市町村地域公共ネットワーク○市町村地域公共ネットワーク
■ ハイウェイ接続に併せて市町村内の公共施設を結ぶ地域公共ネット
ワークの整備が進む

■ 市町村整備光ファイバー総延長

１,９００ Ｋｍ超

■ ネットワークに接続した公共施設等

約２,０００箇所超、小中学校は約６００校（全体の９５％）

■ 岡山県内ブロードバンド回線加入可能世帯 ９３．０％（Ｈ１９．３現在）

・ 民間通信事業者、ＩＳＰによるサービス提供（ ＣＡＴＶ、ｘＤＳＬ、ＦＴＴＨ）

市町村接続（リージョナル・ウェブ）の推進市町村接続（リージョナル・ウェブ）の推進



市町村合併の進展

平成の大合併平成の大合併78市町村
平成16年9月

78市町村
平成16年9月

27市町村
平成19年1月

27市町村
平成19年1月

市町村合併に伴う地域内デジタル・ディバイドの顕在化

Ｎ 市 Ｔ 市

市自らが
FTTH整備

広域合併の区域内に新たな格差が発生

デバイドの解消



（平成１９年3月末現在）

ブロードバンド加入可能世帯 93.0％

（注）CATV・ADSLのサービス提供地域を含む市町村であって
も各市町村の全域がカバーされているものではない。

（注）FTTH：家庭まで加入者線を光ファイバケーブルとすること
（Fiber To The Home）

ラストワンマイルの整備状況

CATV及びADSL提供地域

ADSL提供地域

CATV提供地域

国補助（FTTH）

未提供地域

※一部可能な市町村も含む。

１７（３０）

１０（３９）

０（４）

２（６）

０（４）

（ ）内は旧市町村数

県内におけるＦＴＴＨ事業の取組状況



岡山県における無線の活用例

１．県営流通団地へのＦＷＡ設置

２．離島への無線ブリッジ接続

３．防災情報ネットワーク高度化への活用

４．各種イベント事業での活用

５．自治体が提供している無線ＬＡＮサービス

６．ラストワンマイル・ブロードバンド化への活用

７．地域医療や安全・安心まちづくり等地域課題の解決に
向けた取組みへの活用

８．岡山情報ハイウェイを利用した地上波デジタルテレビ
無線共聴伝播実験

岡山県、市町村が無線を活用した取組事例

県営産業団地へのFWA設置

APアンテナ

AP取付柱

真庭産業団地内真庭産業団地内3030区画内にサービス提供区画内にサービス提供

（岡山県真庭郡久世町中原地区・大内原地区 落合町西谷地区）

（平成１７年４月実施）



［ 平成１２年度 邑久郡（現 瀬戸内市）広域ネットワーク整備事業の例 ］

離島への無線ブリッジ接続

防災情報ネットワーク高度化への活用

 

①災害に強い高度な防災ネットワークの構築

②県民と情報共有できる総合防災情報システムの構築



イベントへの活用例～「晴れの国おかやま国体」集火式映像の中継伝送路に光無線活用

映像集配信に
無線を活用

光無線通信を利用したネットワーク（６２２Ｍｂｐｓ）

平成１７年８月

自治体が提供している無線LANサービス

岡山情報ハイウェイ

マスカットスタジア
ム

インターネット

岡山県庁１Fロビー

桃太郎スタジア
ム

岡山空港

・玉野市
・新見市
・岡山県総合福祉・ボランティア・ＮＰＯ会館
・岡山勤労者総合福祉 センター岡山テルサ
・(財)岡山県国際交流協会 等

市町村・出先機関

岡山情報ハイウェイを活用した無線ＬＡＮサービスを県の第三セクターが無償提供



瀬戸内市における無線によるブロードバンド整備事業

地域情報通信基盤事業により公共施設、学校、病院等は光
ファイバー網により接続

ＡＤＳＬにより各家庭へのブロードバンド化を推進

ＲＴ局配下の家庭にはＡＤＳＬサービスが提供されない

無線によるブロードバンド整備事業の推進

○岡山県単県補助事業を活用

ラストワンマイル・ブロードバンド化への活用

瀬戸内市における無線によるブロードバンド整備事業

●瀬戸内市の概要
面 積：125平方キロ
人 口：40,677人
世帯数：13,726世帯

●瀬戸内市の概要
面 積：125平方キロ
人 口：40,677人
世帯数：13,726世帯

ＡＤＳＬサービスエリア外地域
（973世帯）

ＡＤＳＬサービスエリア外地域
（973世帯）

ＲＴ（ﾘﾓｰﾄﾀｰﾐﾅﾙ局
舎）

２

４
３

１

平成１７年４月現在平成１７年４月現在

ＲＴエリア
（414世帯）

ＲＴエリア
（414世帯）

ＲＴエリア
（715世帯）

ＲＴエリア
（715世帯）

ＲＴエリア
（491世帯）

ＲＴエリア
（491世帯）

瀬戸内市ブロードバンド未整備状況図瀬戸内市ブロードバンド未整備状況図瀬戸内市ブロードバンド未整備状況図



平成１８年６月現在平成１８年６月現在

ＦＷＡ設置場所及び
有効半径 （800ｍ）

基地アンテナ

家庭用受信アンテナ

３

２

４

●ＦＷＡの概要

事業主体：ＮＴＴ西日本

無線ｼｽﾃﾑ：準ミリ波帯ＦＷＡ

（２６ＧＨｚ帯）

通信速度：下り４６Ｍｂｐ

：上り３２Ｍｂｐ

（最大８０Ｍｂｐ）

地 上 高：１７ｍ

基地局数：１３基

利用料金：5,250円/月

加入者数：450加入

ｻｰﾋﾞｽ開始日：平成17年12月

瀬戸内市における無線によるブロードバンド整備事業

瀬戸内市ＦＷＡ設置図瀬戸内市ＦＷＡ設置図瀬戸内市ＦＷＡ設置図

携帯TV電話／無線LANを活用した地域医療支援システムの研究

テレビ会議システム

TV電話機能付
携帯端末

医療相談・診察を要する患者、
在宅介護者、訪問看護師

携帯電話を遠隔操作し、静止画、
動画を転送することで、

TV電話の情報量、通信速度を補う。

TV電話で遠隔医療相談・診察
画質・通信速度が不十分

無線LAN
インタフェース

＊＊ 00 ##

77 88 99

44 55 66

TV電話機能付携帯電話による遠隔医療
地域拠点病院、大学病院、
担当医、専門医

携帯電話網
携帯電話網

岡山情報ハイウェイ
岡山情報ハイウェイ

地域無線LAN網
地域無線LAN網

無線LANインタフェースを併用したデータ転送
新規開発機能

• 患者の顔、機器・器具の状態が見られる
• 映像が送られることで、より正確に患者等

の状況を知ることができる
• 状況がわかることによる的確な判断、指示
• あらかじめ作成されたビデオ教材等による

効果的な説明

• 医師の顔が見える心理的安心感
• 映像を用いたより正確な情報伝達
• 映像で確認してもらいながらの医療器具操作
• 使い慣れた携帯電話

変換装置

映像通信の高速化・低価格化及びテレビ電話機能付携帯電話内蔵カメラの遠隔操作のために、携帯電話機の無線LANインタフェース（携
帯電話と無線LANとの通信を可能にする補助装置）を新規開発し、携帯電話網とインターネット網の２つの通信路を併用した遠隔医療支援
を行う。さらにこれらを統合したテレビ会議システムを開発しその遠隔医療における意義を明らかにする。

映像通信の高速化・低価格化及びテレビ電話機能付携帯電話内蔵カメラの遠隔操作のために、携帯電話機の無線LANインタフェース（携
帯電話と無線LANとの通信を可能にする補助装置）を新規開発し、携帯電話網とインターネット網の２つの通信路を併用した遠隔医療支援
を行う。さらにこれらを統合したテレビ会議システムを開発しその遠隔医療における意義を明らかにする。

テレビ電話機能付携帯電話は訪問看護師や在宅介護者が用い、リアルタイ
ムに医師等との相談を行うほか、必要に応じて患者宅などで録画した映像
を用いて、テレビ会議上での遠隔医療カンファレンスを行う。この録画映像の
円滑な伝送のために無線LANによる高速通信網を要する。

研究方法研究方法研究方法

携帯電話網と岡山情報ハイウエイとを
つなぐ変換装置は今回導入し、多地点
会議装置は岡山県設備を利用

地域課題の解決に向けた取組みへの活用



岡山情報ハイウェイ＋地上波デジタルテレビ無線共聴伝播実験

岡山情報ハイウェイ＋地上波デジタルテレビ無線共聴伝播実験風景



基本的な考え方

●情報化等を通じて目指す岡山の姿
＊誰もが、いつでも、どこでも、ネットワークを自在に活用し、

生活の様々な面でＩＴの恩恵を実感できる便利で活力の

ある社会“ユビキタス・フィールド岡山”
●取り組むべきテーマ

＊ユビキタスネット環境の早期創出
＊ユビキタス社会の実感

●計画期間
＊平成１９年度から平成２１年度

「岡山モデル」の展開

●岡山情報ハイウェイ・セカンドステージ構想

・無線などの技術を活用したデジタル・ディバイドの解消
に向けた取組

・公共施設等におけるインターネット利用のための
無線機器の整備 など

●コミュニティＩＴ・タウン構想

コミュニティの中でＩＴを活用したまちづくりを推進
・地域が抱える課題について調査研究
・モデルエリアにおいて地域課題解決に役立つシス

テムを開発
・モデルシステムの全県的な展開

「岡山モデル」として一体的、同時並行的に推進

●計画期間において重点的に取り組むべき情報化関連施策
防災・医療・観光分野等での活用、ＩＴ産業の振興、
人材育成、電子自治体の推進 etc

新おかやまIT戦略プログラム

背景

●全国最先端の地域公共ネットワーク網
・高速大容量の岡山情報ハイウェイと市町村公共ネットワーク
・2000を超える公共施設がネットワークに接続

●新たな課題への対応
・社会・経済構造の変化(少子高齢化・過疎化、安全・安心の

確保、分権型社会等）
・デジタル・ディバイドへの対応
・新たな無線技術、通信・放送融合、Ｗｅｂ２．０などへの対応

岡山情報ハイウェイ構想から１０年。 次のステージへ。

第１章

第２章

第３章

第４章

岡山情報ハイウェイ
・総延長450㎞に及ぶ県内全域を結ぶ光ファイバ網

・市町村公共ネットワーク、民間通信網と接続
・最大１０Ｇｂｐｓの高速性、次世代技術ＩＰｖ６に対応

市町村公共ネットワーク
・市町村役場をはじめ地域内の公共施設を接続
（整備率100%を全国で最初に達成）

・市町村行政ネットワークの基盤として活用
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・条件不利地域での有線
より安価な通信回線の
構築

県内のブロー
ドバンド・ゼロ
地域の解消

・アナログ放送が視聴でき
ているすべての地域で、
難視聴地域の発生がな
いこと

新たに生じう
るデジタル・
ディバイド（地
デジ難視聴地
域）の解消

・携帯電話事業者へ光
ファイバの提供

携帯電話不感
地域の解消

・ユーザが場所を意識す
ることなくアクセスできる
環境

・災害時等に柔軟に対応
できる通信回線の確保

ユビキタス・
ネットワーク
環境の早期実
現

求められること主な課題

全国最先端の高速大容
量の地域公共ネット
ワークの特徴

●２０００を超える公共施
設が接続

●民間に広く開放された
ネットワーク

●自設線のため、借り上
げ線のように民間の通
信事業者との契約上の
制約がない自由度の高
いネットワーク

●地域ＩＸ（ＮＯＣでＩＳＰが
経路情報交換できる）を
持っていること

有
線
系
と
無
線
系
の
結
合
な
ど

シ
ー
ム
レ
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な
全
県
的
ネ
ッ
ト
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ー
ク
環
境
の
構
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地域公共ネットワークの特徴を生
かした施策（岡山情報ハイウェイ
があるからこそできる仕組み）

ネットワークの面的・空間的拡張

●公共施設等への無線ＬＡＮ環境
の整備

●公共施設等を拠点としたラストワ
ンマイルの整備

●県内における地上デジタル放送
の受信環境の補完的整備

●防災、教育分野等でのセンサー
の活用推進

等

有線系の公共ネットワークの柔軟
な活用

●携帯電話、地上デジタル放送等
の中継伝送路としての活用

等

事業者・県・市町村

連携

重点的テーマ重点的テーマ

■ユビキタスネット環境の早期創出

デジタル・ディバイドの解消

■ユビキタス社会の実感
便利なところはもっと便利・快適に

岡山情報ハイウェイ・セカンドステージ構想

～ネットワーク環境整備は第2ステージへ～



無線技術を活用したブロードバンド環境（イメージ）

認証サーバ ・

地域公共ＮＷ

地域公共ＮＷ

The InterNet

認証サーバ 認証サーバ

ISP-A ISP-B

無線スポット

Public－IS

市役所市役所

FWA

PDA

無線IP電話

モバイルPC

モバイルPC

中山間地域

ＡＰ コントローラ

インターネット接続事業者との連携により
利用者は自宅や職場と同じ環境でインターネッ
トを利用することができる。
ブロードバンド未整備地区の解消のため市町
村等が無線を活用した基盤整備を計画する場
合、接続事業者は大きな投資を行う必要がない
ので、事業への参画が容易になる。
一つのアクセスポイントで複数のサービス提供
が可能であり、インターネット接続のほか、行政、
防災、救急・消防など、セキュリティを確保した
多様な活用が可能。

ネットワーク管理センター

岡山情報ハイウェイ

図書館

公共施設等にアクセスポイントを設置す
ることにより様々なサービス提供が可能

CATV

基幹回線基幹回線
POPPOP

公共施設はネットワー
クの終端（エッジ）

公共施設がネットワー
クの拠点（ハブ）に

役場

公民館

ISP

公共施設等のハブ（拠点）化の推進(イメージ)

体育館

小中学校

市町村公共ネットワーク市町村公共ネットワーク



公共施設等にアクセ
スポイントを設置する
ことにより様々なサー
ビス提供が可能

携帯電話不感地域

地上デジタル放送

市町村公共ネットワーク

光ファイバ利用の多層化

金甲山

ＮＯＣ

携帯電話

公共施設等市町村役場

無線

テレビ ギャップフィラー
（地上デジタル放送）

図書館

小中学校

役場

体育館

ISP

公共施設等のハブ化の推進

CATV

受信設備

パソコン

中山間地域

離島地域
ＦＷＡ

無線LAN等

岡山情報ハイウェイ

都市部
光送信機
増幅器

公民館

岡山情報ハイウェイ・セカンドステージ構想（イメージ）

地上デジタル放送難視聴地域

IP伝送

RF伝送

携帯データ

ＦＷＡ

POP光増幅

POP

POP
POP

POP

ブロードバンド・ゼロ地域におけるデジタルデバイドの解消（イメージ）

インターネット

公共施設等

無線

サービスエリア

無線

無線

無線

市町村役場

ＮＯＣ

情報ハイウェイＰＯＰ

岡山情報ハイウェイ

県

市町村

民間

市町村公共ネットワーク

認証サーバ ＡＰコントローラ



地域公共ネットワークの開放による携帯電話不感地域の解消

鏡野町ではＮＴＴドコモ様と共同で地域
公共ネットワークを活用した屋外光張
り出し方式により一挙に６地区の携帯
電話不感地域を解消した。

地域公共ネットワーク

を開放

越畑

岩屋

真経

大町

百谷

寺和田

交換局鏡野町役場

親基地局

子局

交換局

親基地局

子局
エントランス

張出光ケーブル

サービスエリア

サービスエリア

防災、教育等の分野におけるセンサーの活用促進

センサー情報を防災・教育用などに提供

●センサー情報を岡山情報
ハイウェイ経由で収集、活用

市町村地域
ネットワーク

県民局
（POP）

役場

図書館

学校
公共施設

公民館

病院

●温度、湿度、気圧、雨量、
風向、日射量、CO2など

の気象情報を収集

ダム Co2

水位情報など

公共施設等にセンサーを設置・データ収集

●県内各地に設置したセンサーやカメラ
から、 IPv6マルチキャストで岡山情報

ハイウェイに向けて情報を配信

観光地

教育機関
（小中学校など）

災害対策本部

気象セン
サー

ネットワー
クカメラ

気象データ

河川映像

観光客
（旅行先情報の入手）



地上デジタル放送難視聴地区の解消支援

POP

岡山情報ハイウェイ

POP POP

市町村
公共ネットワーク市町村役場

受信設備

光送信機
増幅器

光増幅 光増幅

光増幅

ＮＯＣ

地上デジタル放送

公共施設等

難視聴地区

岡山情報ハイウェイ及び
市町村公共ネットワーク
の光ファイバを活用して、
地上デジタル放送難視聴
地区に放送波を伝送

ギャップフィラー（極

微小電力無線共聴シス
テム）を利用して地上デ
ジタル放送を受信

（イメージ）

高齢者（福祉）、
子育て、安全安
心、観光、農業
医療、くらし等

市町村、
住民、地域
団体、地域
グループ等

ＩＴ企業

ＩＴベンチャー

マッチング

新しいサービスの創出

岡山県高度情報化
推進協議会(産学官）

岡山県

地元
大学

協力

ＩＴによる課題解決システム開発

実践（ＰＤＣＡサイクル）

地域の活性化

Ａ→Ｐ
↑ ↓
Ｃ←Ｄ

○成果、方法論の普及
開発システムの活用
関係団体の連携協力体制等
アイデア、ノウハウ等の提供
発表会の開催
事例集等の作成

○マッチングの仕掛け
地域ニーズの収集
地域課題の整理、可視化
交流会等の開催

○国等の財源メニューの情報提供

○地域ＩＴリーダー間の情報共有、
人材育成 など

地域課題
モデル市町村

全県への普及・展開先導的モデル・エリア創出

調査研究 システム開発

コミュニティＩＴ・タウン構想 ～地域による、地域のためのＩＴを、地域から～



事業のスキーム

県

岡山県高度情報化
推進協議会

委託

事業報告

モデル市町村

地域のマンパワーを結集し
ＩＴ利活用による課題解決

⑤コミュニティＩＴ推進会議設置

Ｉ
Ｔ
企
業

外部有識者
（ＩＴマイスター）

⑥モデル市町村連絡会議設置
（ネット２１研究部会内に設置）

モデル市町村

大学、ＩＴ企業等

各種団体等

ＩＴマイスター

住民・ＮＰＯ

大学、高専、学生

各種団体、企業

ＩＴマイスター

地域のＩＴニーズ掘り起こし

企業・大学等

②提案書提出

①提案公募

③選定

④委託契約

⑦事業報告

連携、協力、支援

システム開発

情報交換、専門的技術的
ノウハウ・アイデア提供 等

地域課題、ニーズの検討整理産学官で連携して地域情報化推進

コミュニティＩＴ・タウン推進モデル事業

岡山情報ハイウェイに接続された地点から、高品質な映像情報（観光・広報等）を
マルチキャスト配信。各アクセスポイントでは映像を選択し、視聴できます。

マルチキャストステーション
マルチキャストステーション

マルチキャストステーション
マルチキャストステーション

マルチキャストステーション
マルチキャストステーション

岡山情報ハイウェイ岡山情報ハイウェイ
IPv6IPv6ネットワークネットワーク

JGNⅡ

マルチキャストステーションから映像を
リアルタイム配信

マルチキャストステーションから映像を
リアルタイム配信

リアルタイム受信リアルタイム受信

岡山マルチキャストステーションについて



ブロードバンド・ゼロ解消促進事業

○事業内容

条件不利地域において、高速インターネット環境の整備に単独で取り組む市町村を支援し、県内のブロードバン

ド・ゼロ地域の解消を図る。

・対象地域：条件不利地域（中山間地域）で、ブロードバンド環境がない地域

・対象設備：ＤＳＬセンターモデム、回線接続装置などの機器設置経費、簡易局舎など

・補 助 率：市町村が通信事業者に補助した金額の１／３以内（限度額８，０００千円）

・標準事業費：ＤＳＬ整備 ２０，０００千円 無線ＬＡＮ設備 ２５，０００千円

事業展開のイメージ

電話局

ブロードバンド環境エリア
（ＡＤＳＬ）

電話局から４km以上離れているため、実質
的にブロードバンド通信ができない地域

ADSL装置が設置されていないため、
ブロードバンド通信ができない地域

ADSL装置の整備 FWAを活用した無
線LAN設備の整備

標準事業費：20,000千円
標準事業費：25,000千円

ＲＴ局

ＮＴＴ光ファイバ

電話線

地域公共ネットワーク

岡山情報ハイウェイ

ADSL装置

ユビキタス社会実感モデル事業

○事業内容

岡山情報ハイウェイをはじめとした公共ネットワークを活用しつつ、有線・無線の連携によるネットワーク
環境を整備するため、県の施設に無線ＬＡＮのアクセスポイントを設置するとともに、公共施設に無線ＬＡＮ
の環境を整備する市町村を支援し、ユビキタス社会の早期実現を目指す。

・対象市町村：公共施設に無線LANを整備する市町村

・対象事業：無線LAN整備

・補 助 率：機器整備費の１／２以内

インターネット

岡山さん
倉敷さん

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ接続事業者
（ＩＳＰ）との連携

岡山空港など

１接続拠点に２カ所、複数の
サービス提供が可能となるア
クセスポイント（マルチＳＳＩＤ）
を整備します。　　　　　　　　　

Ｂ社

Ａ社

岡山情報ハイウェイ

県民局・支局 美術館等

市町村公共ネットワーク

市町村役場・支所

文化センター等

ブロードバンドゼロ地域

ネットワーク管理センター

県が整備する機器

津山さん

公民館など



まとめ ～無線活用に対する岡山県の考え方～

以上の説明のように

地域格差是正、県民の生活利便性向上のために、光ファイバー網、ＣＡＴＶ網等有
線系伝送路を中心とする情報通信基盤の整備を積極的に進めてきた。

今後も、各家庭までの高速ネットワークの構築のためにＦＴＴＨ、ＣＡＴＶ等の整備を
一層積極的に進めていくこととしている。

無線ネットワークの活用については、これまでも様々な実証実験、研究を実施し、
活用できる場面では積極的に取り入れてきた。

ユビキタス社会実現のための「新おかやまIT戦略プログラム」においては、高速性、

安全性が担保された新しい無線技術の提供に伴い、積極的に無線ネットワークの
導入、活用を図っていくこととしている。

これまで整備、活用してきた光ファイバー網と、新無線技術を組み合わせることに
より、経済的・効果的で、多様な形態のネットワーク網の形成と、様々な利用形態が
期待できる。

こうした新しい地域情報通信ネットワーク網によりユビキタス社会の早期実現を目
指したいと考えている。

以上




